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世界の焦点

中

国

の

��事零孝云t＇ミー主主孟ー

,, 

し、

暑

長
各

地

「
批
林
批
孔
」

運
動
が
続
く
な
か
で

、

北
京
発

ロ
イ
タ
ー

電
（
六
月
十
八
日）

が 、

巾
国
は
ζ
の

夏 、

「
政
治
的
な
H

長
い
暑
い
夏H
JH ・
迎
え
る
と

と
に
＆
り
そ
う
だ
」

と
の
中
間
高
行
和－ω
感
想
を

伝
え
て
か
ら
一
ヵ

月
余
り

過
ぎ
た。

六
月
卜 ．

二
日

以
来 、

北
京
を
は
じ
め
各
地
に
現
れ

た

大

字

報

（
壁
新
聞）

に
つ
い
て
は 、
一

時
下
火
に
な
り
そ

う
だ
と
の
観
測
も
あ
っ
た
が 、

七
月
中
旬
以
降 、

再
び
各
地
に
大
字
報
の
洪
水
が
再
現
し
て
話
題
を

投
げ
か
け
て
い
る
。

革命委に
批判の
焦点

一

方 、

吋
人
民
け
報臼
や
勾
紅
肱臼
を
中
心
と

す
る
「
批
林
批
孔
」

週
動
に
つ
い
て
の
論
説
は
さ

ら
に
多
様
に
進
展
し 、

春
秋
末
期
に
「
孔
子
を
椅

附
し
た
柳
下
防
」

（
府
暁
文｝

が
革
命
的
指
導
骨

と
し
て
た
んι
え
ら
れ
る
半
面 、

孔
子
は
つ
い

に

．
泣
丘
』

だ
と
さ
れ
る
に
歪
り、

休
彪
は
一
現
代

小
川
nw一
尚
一店
非
道
け
山
花

ど
と
さ
れ
る
に
主
つ
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に

し、

夏
" 

大

報

字

洪

水

の

た。
そ
の
よ
う
な
折
し
も 、

去
る
五
月
以
来 、

健
康

上
の
理
由
か
ら
職
務
軽
減
措
置
た
党
中
央
政
治
局

会
識
に
よ
コ

て
決
定
さ
れ
た
と
伝
え
ら
札
た
町
思

米
総
理
の
w

入
院
丑
病
説H

ν
心
臓
発
作
説u

が

流
さ
れ
て
外
部
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る 。

ζ
う
し
て
中
国
の
内
政
が
再
び
注
目
さ
れ
て
h

る
の
だ
が 、

さ
ま
ざ
ま
な
要
求
や
欲
求
不
満
が
人

り
混
r
ッ
た
今
回
の
大
字
報
に
よ
る
批
判
の
な
か

で
日
立
っ
と
と
は

、

ま
ず
第
一

に 、

文
化
大
革
命

の
正
統
性
を
問
い
か
け 、

い
わ
ば
「
文
革
精
神
は

ピ
と
へ
行
っ
た
の
か
」

と
問
う

傾
向
か
ぬ
著
で
あ

る
ζ
と
勺
あ
ろ
z

乙
の
点
は 、

最
近
の
中
国
の
諸

論
調
の
な
か
に
文
化
大
革
命
の
偉
大
友
精
神
と
そ

れ
へ
の
再
評
価
そ
強
A
し
え
む
の
が
多
い
＝
止
と

も
開
辿し
てい
る
よ
うに
忠わ
れ・ろ 苧

第
二
心
は

、

批
判
。
焦
点
が 、

党
委
民
会
ぷ
で

は
な
く 、

ぷ
ヘ
叩
定
員
長
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

そ
れ
は

、

主
に
革
命
委
員
会
にa
席
を
山

で
ゐ
る

め
た、

復
権
し
た
旧
幹
部
へ
の
批
判 、

革
命
委
員

会
幹
部
の
「
批
林
批
孔
」

運
動
に
対
す
る，
弾
圧
“

へ
の
糾
弾 、

革
命
委
員
会
の

コ
ニ
結
合」

の
形
骸

化
へ
の
批
判
（
と
く
に
「
革
命
大
穣」

が
排
除
さ

れ
た
と
と
へ
の
批
判） 、

革
命
委
員
会
幹
部
の
特

権
化
へ
の
批
判
な
ど
と
な
ウ
て
現
れ
て
い
H
t

一

連
の
大
字
報
に
k
っ
て
れ
指
し
の
批
判
を
受

け
た
者
も 、

革
命
定
員
会
関
係
者
が
多
・ぃ
。

議
国

代州
・

湖
南
省
厳
命
委
主
佳
代
理 、

禍
大
易
・

川
副

主
任 、

穂
状
消
・

広
門
官
能
九
叩
省
主
任 、

WM
バ
・

北
京
市
革
命
長
副
主
任、

川山
内
ぷ
道
・

県
竜
江
省
革

命
委
主
任、

劉
町
議
・

川
第
一

問
中山
任、

陳
版
・

鋲
南
省
革
命
委
副
主
任．

純
白・
夫
・

武
演
市
革
命

委
副
主
任

、，

tT
端一－ ．
・

版
凶
行
革
命
委
主
任 、

陳

励
K
・

漸
江
行
革
命
長
沼

－

副
主

任 、

等
々
で
あ

dQO

 

党の一
元
化
指導を
強
調

こ
れ
ん
革
命
委
骨
却
の
hゆ
く
は 、

川
時一k
t
雫
HH
Afの
聴一
km
t
皆ね
てい
る
叫んれが

多
い
が

、

し
か
l
um
辺
乃
潮
流
ハ
刈
ら
か－h
判
之

車
化
傾
向へ
の
批判
を
示
し亡J
D「『L 、
ぃぷJ

仁
川一
引の
吋
人
民
日川市U
川r －h

tT
指
噂す
るれの
？・

d引リ
b』
IAF
HJ 、
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出ma

g－
z

am畑中

配念社

民
V

が
、

各級覚書員会

は
、

「遁動

を

指噂

す

る

主噂

植

走

鍋

ら

怠

け

れ

ば

な

ら
在、い」
土
強闘し
史資の一
元
化
指導
を
再三

強関

し

て

い

る

と

と，

a

r

か

ら

す

れ

ば
、

と

の

よ

う
な一
連
の
革

命番員会批
判
が

意喋
す
る
も
の

は

何

か
、

を

見

き

わ

め

る

必

要

が

也の

ろ

う
。

文
化
大
革
命
に
よっ
で
振た

低成立
し
た

行
政

機
関
と
し
て
の

革命密員会
へ
の
批
判
が
目
立
つ

と
い
う
と
と
は、
各
級
革
命
委
員
会
の
上
部
機
関

で
あ
る
最
高
行
政
機
関
と
し
て
の
国
務
院
に
対
す

る
批
判
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
ず、
さ
ら
に
は

そ
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の

周思来
総
理
へ
の
批

判
が
含
意
さ
れ
て
い
る
と
見
在
す
と
と
も
で
き
な

〈
は
念
い。

文
化
大
革
命
同
様
「
毛
主
席
が
自
ら
発
動
し、

指導

し

て

い

る
」

と

い

う

今

回

の

「

批

林批

孔
」

運
動
に
・お
い
て
は、
か
つ
て
の
文
化
革

命小
組
と

同
様
の
中
核
指
導
組
織
「
批

林批
孔
弁
公
室」
が

す
で
に
設
置
さ
れ、
江
膏
夫
人
が
主
任
に、
張
春

編、・

挑文
元
両
氏
が
副
主
任
に、
王
洪
文
氏
が
顧

問
托
就
任
し
て
い
る
と
の
情
報
（
「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ

4
』
タ」
誌
五
月
六
日
号
も
す
で
κ
ζ
の
情
報
を

伝
え
て
い
るV
も
あ
る
が、
と
の
よ
う
念
情
報
に

加
え
疋一

の
「
批

林批
孔」
運
動
に
関
す
る
論

回二三二三二三三アプー一一一一一一一一一一一「世界の魚

般
に
は
周

恩来批
判
を
思
わ
せ
る
も
の
が
多
い
ζ

と、
明
ら
か
に
健
康
上
の
開
聞
が
あ
る
と
低
い
え

周

総

理

の

活蹟が

最

近

著

し

〈

低

下

し

て

い

る

と

と、
在
ど

を考
え
合
わ
せ
る
と、
事
態
は
か
な
り

流
動
的
な
方
向
に
向
か
う
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に

思

わ

れ

る
。

国

務

院

に

も

し

も

問

題

が

存

在

す

る

と

す

れ

ば

昨
夏
の

中直共

産党
十
金
大
会
で
そ
の
近
竺
開
催

が
再
度

予告
さ
れ
た
全
国
人
民
代
表
大
会
は、
念

お

当面
開
催
で
き
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。
だ

と
す
る
と、
中
国
は一・
九
六
四
年
末
以
来
約一
0

年

間

に

わ

た
っ

て
、

行

政

機関

の

制

度

的
・

組

機

的
空
白
が
続
く
と
と
に
な
る。

三
年ぷ
リ
の
建
党記

念社鋭

と
と
ろ
で、
さ
る
七
月一
自
の

建党
記
念
日
に

は、
三
年
ぶ
り
に
先
の
句
人
民
日
報」一
社
説
が
発

表
さ
れ
て
注
目
さ
れ
た。
林
彪
異
変
の
余
波
で
あ

ろ
う
が、
中
間
共

蓬吉一
九
七一
年
の

建党
五

O
周
年
に
句
人
民
日
報』
『

紅旗b

B解放
軍
報ト

の
三
紙
誌

共同
社
説
を
発
表
し
て

以来、

建党
記

．

念
日
に
も
社

艇を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
そ

れ
が
今
回
は

甲人
民
日
報
b
の
単
独
社
説
と
し
て

発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
が、
と
の
社
説
紋
党
の一

4必ず
也K

L
t
苔
身可
卜l

」fJA，
JJF
U1B1 1

4
4
祖
語
品
強
闘
し
た
き
わ
め
て
短
い
も
の
で
あ

り、
逸
品叫
ap
－－〆
も
ど
こ
と
法
く
弱
〈
て、
あ
る

種
の
「
遺
ど
事
者不レ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
も

の
で
あ
っ
た。

本川
／

き
る
六
月
ト
八
日
付
q

Aa
m
縄臼
社
説
「
闘

争
の
在
か
で
理
論
隊
列
を

育成
し
£
う」
除、
畠申

近
の
中
国
で
強
調
さ
れ
て
い
る
禄
曹
の一
つ
で
あ

る
「
理
論
隊
列」
の
強
化
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が、
と
の
社
説
K
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
強
調

の
み
が
あ
っ
て、
問
題
の
性
質
上、

当然
予
想
さ

れ
る
言
葉
で
あ
る
「
毛
沢
東
思
想」
と
い
う
用
語

が
全
く
出
て
い
な
か
っ
た。
同
じ
「
理
論
隊
列」

の
強
化
を
論
じ
た
勾
紅
旗』
第
六
号
の

短評
「
マ

ル
ク
ス
主
義
の
理
論
隊
列

を強
化
し
よ
う」
に
比

べ
て、
き
わ
め
て
対
照
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

う。
ζ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
な

意味
を
も
つ
の
か、

建
党
記
念
日
の
社
説
が
単
独
社
説
で
あ
っ
た
と
と

の一
つ
の
理
由
を
示
唆
す
る
も
の
℃
あ
る
の
か
ど

うか 、
い
ま
だ
速
断はで
き
在ト P

と

も

あ

れ
、

最

近

の

中

圏

内

政

状

況

は

き

わ

め

て

捜維

で

曲

折
の

今

い

も

の

で

あ

る

だ

け

に
、

わ

れ
わ
れ
日
出
刷
H
長
い
暑
い
夏ω
に
着
目
し
つ
づ

け
ね
ば
な
ら
校い
だ
ろ
う 。

A
京外大動噴授
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